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報告 1　犯罪からの社会復帰に必要なものを考える：刑務所の視点から

毛利　真弓（広島国際大学心理臨床センター 特任助教）

毛利　毛利真弓と申します。よろしくお願いいたします。
今日は年次総会のシンポジウムという大切な場にお呼びい
ただき、大変ありがとうございます。そして相澤先生には
事前にたくさんメールをいただいて、主旨などを伝えてい
ただき、きめ細やかにコーディネートをしていただきまし
た。相澤先生はもちろんですが、中村先生、森久先生と同
じ場に立たせていただいて話をさせていただくことを大変光栄に存じます。
私は大学を出てから法務省に勤めまして、少年鑑別所で 5年ほど、公務員と
して勤めました。そのあと民間のほうに職を変えまして、でも刑務所という同
じ業界で民間側の臨床心理士として、官民協働刑務所の、島根あさひ社会福祉
促進センターというところで、面接とか、治療教育プログラム、主にグループ
ワークをやってきました。限られた経験ではありますが、それをもとにお話を
今日はさせていただければと思っております。
お手元に資料があると思いますので、それを見ていただきながらという形に
なるかと思いますけれども、一番最初、刑務所処遇の変革というところで書か
せていただきましたが、これは相澤先生のほうからたくさんご説明いただいた
のでもう飛ばしていこうと思いますが、法律が改正になったり、再犯率低下の
目標が出されたりしたことによって刑務所の中では「教育を頑張らなければ」
という雰囲気が高まりました。もちろん歴史的に川越少年刑務所、奈良少年刑
務所など、長く教育に力を入れていた刑務所はあったんですけれども、それ以
外の刑務所は、作業が中心で教育が義務ではなかったこともあり、やれるだけ
やれればいいか、みたいなものだったのが、全国的にきちんとやらなければい
けないという雰囲気になってきた、という現実があります。
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刑務所の改善指導についてはご存
知の方が多いと思いますが、基本的
には国のほうからこういう人にはこ
ういうプログラムをやりなさいと言
われているものは、スライドの特別
改善指導の部分、薬物から始まって
就労支援までありまして、標準プロ
グラムというものに基づいて施設ご
とに工夫しながら行っています。
次に一般改善指導というのはそれ以外の様々な教育なんですが、施設独自で、

必要だと思うものを施設の実情に合わせて行います。窃盗に関してのプログラ
ムが必要だとなったら、いろいろ施設の人たちが勉強してきてやったりとか、
お酒の問題もそうですね、そのようにやっています。

次に、より良くする努力というと
ころのスライドに移りますけれども、
一番取り入れられているのは一番上
の四角のところですね、認知行動療
法というやり方です。実際、認知行
動療法は再犯率を下げることができ
たという実証効果が出ているという
ことがあることと、あと、とてもわ
かりやすいんですね、理論構造がシンプルで、考え方を変えれば行動が変わる
という形でわかりやすくてマニュアル化しやすい、教えやすいということも
あって広まりました。実際には認知行動療法だけではなく、上に書いてある、
自己統制モデルとか、再使用防止モデルとか、薬物依存や性暴力行動に関して、
どうやって問題行動をやめるのか、ということに関して発展してきたモデルと
組み合わさるような形で行っています。問題になっているところを変えて、も
しくはやめて、避けて、不適切な行動をやめましょう、自己コントロールをし
ましょうというのが大きな考え方の軸になっています。

…
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しかし最近では、その下に書いた、グッドライフモデルとか、動機づけ面接
というのが出てきています。これがでてきたのには、人間の行動を制限して、
変えて、危険はところには行くな、あれはするな、この考えはするなという制
約方式では、本人の動機づけも関わらないし、どうしたらいいのかがわからな
くなるという批判や限界を指摘されるようになったことが背景にあります。長
所基盤・全人的モデルと書きましたが、もちろん問題行動をやめるということ
だけではなくて、「じゃあ、どうやったらより良く生きていけるのか」という
こと、つまり、自分のニーズに気付いて、それも叶えて、人間としての力を伸
ばしていく、ご本人の持っている長所を伸ばすアプローチも大事なのではない
か、というようなことです。しかし今の刑務所の中では一生懸命この考えを取
り入れようと頑張ってはいるけれども、やっぱり上の認知行動療法の制限のモ
デルのほうがとても根強いというのが私自身の印象でもあります。

しかしですね、やっぱり見落とさ
れがちな部分としては、1つ目には 1
つの技法、それも表面的なスキルの
部分に偏りがちになっているのでは
ないかということです、認知行動療
法がいいとなったら、何かみんな「認
知行動療法」って言って、飛びつく
んですけれども、心理療法について
変化に有効な治療要因をランバートという人が調べたところ、技法が治療に影
響するのは 15％でした。一方、大事なのは治療関係、セラピストとクライア
ントの関係のほうが 30％と、技法の倍もあるのに、そういったことは全く無
視されて、とにかく思考を変えることを教えるんだ、再犯防止プランを作らせ
るんだ、みたいなところに偏りがちのところがあるかと思います。
もうひとつ、欧米のほうは先に認知療法、認知行動療法・認知療法のやり方
が広がったのですが、今は批判の時期に入ってきていて、どうもそうやってマ
ニュアル化した認知行動療法をリスクや必要性を無視してやっていくことで、
どうも再犯防止へのインパクトが低下しているんじゃないかというような研究
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や意見も出ています。
そして、今、グループの関係性もお話申しましたけれども、ヤーロムという
集団精神療法の専門家がこう言っています。グループでの対人交流というのが
実は極めて重要なのに、心理教育とか、不認知行動原則に基づいてのみ行われ
ているのではないかと…。そういうことだけが行われれば、治療的恩恵という
のは十分ではないんじゃないか、と言っているわけです。つまり、日本の刑務
所はすごく頑張って認知行動療法は再犯を低下させると言ったのでそれを取り
入れて、頑張ってやってはいるんだけれども、どうもそちらにガーッと偏りす
ぎて、見落としがちなところはないのかなというのは個人的には思っていると
ころではあります。

もうひとつ大事な視点は、なぜ人
は犯罪をやめるのかというものです。
再犯を防止させたいので、どうした
ら人間は犯罪をやめるのかという視
点はとても大事だと思いますが、離
脱研究という、「なぜ犯罪をやめるか」
の研究においては、個人の自律性と
か、周囲との絆がポイントだという
ふうに言われています。考え方を変えて自制するとか、反省するとか、そうい
うことではないということですね。
そしてベイジーという人は、基本的に衣食住があって、安心、安全な場があっ
て、そしてそこでエンパワーされる人間関係の中で、自分が愛される価値があ
ると認識すること、そして価値ある社会的役割を担うことによって、自分の人
生の再分脈化を図る、これが犯罪からの回復のプロセスであり、そのプロセス
に大事なことだ、と言っています。刑務所はそういうプロセスを踏ませること
ができているのか、というところで元刑務所の職員としては自問自答するわけ
ですが、実際には、個人の感想ですが、なかなか難しいです。
イギリスの刑務所にいる 130 人の男性を対象に、刑務所の中にいた時にどう
いう感情、感覚を持っていたかということと、出所したあとに再入や再犯した

4
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かということとの相関、関連を見た研究があるのですが、希望とか後悔、ファ
ミリーマンというのはちょっと訳せなかったのでそのまま訳していますが、家
族の中の一員であるとか、大黒柱である、みたいな感覚と思うんですが、そう
いう感覚を持っていると、そうした感覚を持っていない人に比べて再入や再犯
は下がる。しかしスティグマを刑務所の中で感じている、つまり自分は犯罪者
であって、社会に出てからもそれを負っていかなければいけない、みたいな、
いろんな卑屈な思いとか、否定的な感情を持っていると、それがない人よりも
再入や再犯が増えるというような研究があります。刑務所でスティグマを与え
ずにどうやってエンパワーして、自分が社会の中に戻った時に実際に社会的な
役割を担える人間なんだと思って送り出せるかというのはすごく大事なことだ
なというふうに、一職員としてはずっと考えておりました。

「マニュアル化を超えて」というふ
うに書きましたけれども、もちろん
理論的基盤は理解されていることは
とても重要です。「処遇の統一性を脅
かす 3 つの可能性」をスライドに書
かせていただきましたが、マニュア
ルの背景にある理論を理解していな
いとこうやってプログラムがすべっ
ていって、勝手に変わっていく危険性があります。きちんと研修がなされて、
いろんな人たちができるようにコツが言語化されていくことは必要です。
しかしもうひとつ、やはり犯罪者というスティグマを与えて制限するような
教育よりも、変化とか成長を促す関係性をちゃんと刑務所の中でも作ったり、
社会に出ていく自信とか、希望を持つということを主眼においたりすることが
大事とも考えています。そういったことも含めて、ということもありますが、
私は先ほど申し上げた官民協働刑務所は、治療共同体という方法をとって関係
性を作ることを重視した実践をしてきました。



16

治療共同体とは何かを説明すると
また長くなってしまうんですけれど
も、基本的には「共に暮らして、自
分たちの手で社会的な共同体と安心、
安全な場所を作って維持する」とい
うコンセプトです。グループ・ミー
ティングがたくさん行われるので、
そこで語って、手放して、新しい考
え方を選び取る、というような方式をとっています。「共に暮らし」と書いて
ありますが、島根で行った刑務所内治療共同体の中では同じプログラムを受け
ている人が同じユニットでずっと生活をする、ずっと 24 時間顔を合わせてい
る、というような環境で行いました。
治療共同体には、自らの希望で編入して、最短 6か月から、希望すれば審査
はありますが無期限、出所まで居ることができることにしていました。日本の
刑務所の中ではかなり長い時間、週に 12 時間くらいの教育時間があります。
2009 年から始まって、2015 年の 6 月までの累計ですが 241 名の方が受講をし
ました。

もちろんテキストによる学びもあ
ります、認知行動療法のテキストも
使って、基本的には思考を修正する
という、まず最初はそういったこと
に気付いて、コントロールするとい
うことも大事なので、そこもやりま
す。犯行サイクルを作ったり、怒り
の対処をしたり、被害者について学
んだり、ということもやりますが、もっと大切にしていたのは、テキストでい
い考え方を学ぶというよりはいろんなことを話して、感情を出して、課題を題
材にして自分の話をして人の話を聞くことです。つらい被虐待体験とかも出て
くるので、そういったことに向き合うメンバーが聞いてくれて支え合うという
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ようなことも大事にしていました。グループの中でトラブルが起きた時にはそ
れぞれで話し合いをさせたりもしました。授業の中で、トラブルが起きた時は
こう考えて、こう対処しましょうねというよりは、実際に起きた時にその否定
的な感情に耐え抜いて、話し合って、ちょっと喧嘩したりして、それを乗り越
えて、「おれたち、喧嘩したな…」っていう、そういう関係が持てることのほ
うが何十倍もその人の対人関係の能力を上げることができます。これは刑務所
の中で行うのには、すごく反対があって、話し合いなんかさせたらもっと喧嘩
がでかくなるだろうといって、当初はリスクを懸念する国の職員の方たちの意
見もありましたが、どういう目的でやるのか説明して、許可を得ながらやらせ
ていただけた部分もありました。

彼らが自分たちで共同体の中で責
任を持って後輩を教えていく役割を
持ちますので、刑務所に長くいるほ
うが偉いんだみたいな従来の刑務所
文化はありません。たいてい、強盗
とか、マッチョな犯罪をしたやつが
偉くて、性犯罪をしたようなやつは
下だ、みたいな序列を作るんですが、
敬意というのは自分から勝ち取っていくというコミュニティを作って、新しい
役割を得て、新たなふるまい方ができるという構図を作りました。
肝心の処遇効果評価なんですけれども、厳密な研究ではなく単純比較ですが、

プログラムを終了した 162 名で検証したところ、同じ条件の、初犯で 20 歳以
上の他の刑務所の平均に比べて再入所率の平均は低いものにとどまっていま
す。効果も一定程度は示すことができている、というふうに思っています。
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次に、社会復帰に必要なもの、と
書かせていただきましたが、制限管
理というのが刑務所の基本的な歴史
で、むしろそれをやってきたことで
安全を保てていて、それで別に再犯
率も海外よりは高くないんだ、とい
うところが誇りでもあったわけです
けれども、やはり成長と対話、人と
して受刑者に対しても扱って、成長、対話をしていくというところが犯罪から
の社会復帰ということを考えれば大事とも思っています。
そのためにも、専門家が教えて、受刑者が学ぶというのは前提としてありま
すけれども、当事者とともに、教える側も話し合って、処遇者も彼らから学ん
でいくというようなスタンスが大事だと思いますし、先ほど申し上げた、現実
の人間関係を体験して、葛藤を乗り越えるといったようなことも、「どうせ」
と言う言い方は変ですけれども、懲役刑としてそこにいなければいけないわけ
ですから、関係を分断してただただ日々を過ごすというだけよりも、学ぶ場を
作ると考え直していけばとても有効なのではないかと思っています。

次、社会復帰に必要なもの、2、と
いうふうに書かせていただきました
けれども、共同体の一員としての自
分を実感する機会というのもやはり
大事だと思います。先ほど離脱研究
の中でも申し上げましたとおり、刑
務所というのは物理的、心理的、社
会的に排除、隔絶されている場所で
すので、やはり家族とのつながりをどうやって刑務所の中でも保つかとか、一
般市民に対しての開かれているかというところは大きいと思います。
海外の刑務所の中には、面会待合室のところに家族向けのパンフレットがあ
り、帰ってきた時にどうやってつながるか、子どもたちにどう説明するかとい
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うことを支援する団体があって、そこと繋がって家族自体が支援されるように
なっている所があります。しかし今の日本の刑務所は引き受けてくれて、彼の
面倒を見てくれますよね、という存在としてしか家族をまだ見ることができて
いないところがあるなというふうに思っています。家族もケアされるべきとこ
ろもあるので、そういったところにも手を広げながら、出所した人たちの支援
もできたらと思いますし、やはり一般市民の感覚とか、開かれたコミュニケー
ションをしていく、刑務所自体が開かれていく必要性というのもあるなという
ふうに思っています。
さらに出所後の情緒的な支えの理解も必要で、例えば私たちは、仲間と一緒
に、刑務所を出た人たちと一緒に 3か月に 1回集まるようにしたり、シンポジ
ウムを開いたりして、彼ら自身がいろんなつながりを保てる場を作っています。
シンポジウムを開くと、参加された方は受刑者の方たちが意外と普通でびっく
りしたとかおっしゃって、まあ当たり前なんですけれども、そういうちょっと
した無理解を解消するというところから始まる面もあるかなというふうに思っ
ています。

最後になりますが、マクニールと
いう人が、更生にはいろんな形式が
連動して働いていくことが必要だと
言っています。スライドの上の部分
の「サイコロジカル」というところ
が私がやっているところかと思いま
す。動的リスクに介入して、心理的
な保護因子とか、アイデンティティー
変容するというようなところですけれども、単にそれをやれば、そのまま出所
したら変わるということではなくて、「司法システム」や「社会」も、コミュ
ニティのあり方とか、つながり方とかっていうのも変わる必要があります。「モ
ラル」のところは、ジャスティス、何を善悪とするのか、みたいなこと、そう
いった価値観そのものも関係があります。これらが連動しながら変化していく
ことで、犯罪から復帰していくことを本当に支援していける社会や体制ができ

McNeil ,2012) 
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ると思います。私個人はそんなに大きくは手を広げられないので、サイコロジ
カルのところだけ、というふうにはなってはいますけれども、いろいろな形で
変化がつながっていて、刑務所を出所した人たち、罪を犯した人たちがよりや
り直ししやすい社会になっていったらいいなというふうに考えております。ご
静聴、ありがとうございました。（拍手）
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